
「
岡
目
一
目
」

　

あ
あ
し
て
こ
う
す
り
ゃ
、
こ

う
な
る
こ
と
と
、
知
っ
て
て
あ

あ
し
て
こ
う
な
っ
た
。

　

と
、
分
か
っ
ち
ゃ
い
る
け
ど

止
め
ら
れ
な
い
五
輪
で
、
何
回

緊
急
事
態
宣
言
を
し
て
も
爆
発

的
感
染
力
に
な
っ
て
し
ま
う
。

こ
の
原
稿
が
印
刷
さ
れ
る
頃
に

は
、
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
？

　

政
府
は
、
厚
生
労
働
省
は
、

Ｉ
Ｏ
Ｃ
は
と
攻
撃
す
る
の
は
簡

単
だ
。
確
か
に
ワ
ク
チ
ン
な
ど

の
手
の
打
ち
方
は
と
ろ
く
さ
過

ぎ
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
上
で
敢
え
て

言
い
た
い
。
国
民
の
側
は
コ
ロ

ナ
に
対
し
て
、
自
分
の
こ
と
と

し
て
ど
れ
だ
け
協
力
し
た
か
。

私
は
し
ま
し
た
よ
、
私
は
。
し

か
し
、
そ
う
で
な
い
人
が
い
っ

ぱ
い
い
た
。特
に
大
都
会
に
は
。

　

本
当
は
、
地
球
温
暖
化
の
方

が
も
っ
と
恐
ろ
し
い
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。
ノ
ア
の
箱
舟
の
話

は
全
く
荒
唐
無
稽
な
事
で
な

く
、深
い
示
唆
に
富
ん
で
い
る
。

大
洪
水
は
地
球
規
模
で
頻
繁
に

起
き
て
い
る
。

　

神
は
、
地
上
に
増
え
た
人
々

の
堕
落
を
見
て
滅
ぼ
そ
う
と
し

た
そ
う
だ
。
ヤ
め
て
下
さ
い
。

　

観
測
史
上
初
と
か
記
録
的
短

時
間
大
雨
と
か
特
別
警
報
と

か
。
最
近
怖
い
言
葉
が
多
い
。

               

〈
ガ
ン
モ
ン
モ
筆
〉

　

道
伝
え
事
業
と
し
て
毎
年
開

催
し
て
い
る
「
芭
蕉
忌
句
会
」

の
作
品
を
募
集
し
ま
す
。
こ
の

催
し
は
、
芭
蕉
翁
の
命
日
に
因

み
俳
句
を
募
集
し
、
秀
作
を
選

ぶ
も
の
で
す
。

[
募
集
作
品]

・
一
般
の
部 
兼
題
句
「
芭
蕉
忌
」、

当
季
雑
詠
句
（
秋
・
冬
）
を
各

一
句
（
桃
青
忌
な
ど
で
も
可
）

・
学
生
の
部 

当
季
雑
詠
句
（
秋
・

冬
）
一
句

　

去
る
七
月
二
日
に
、
当
協
会

元
会
長
で
名
誉
会
員
の
小
鳥
幸

男
氏
が
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
鳥
幸
男
氏
は
、
高
山
市
役

所
を
退
職
し
た
後
、（
株
）
高

山
市
民
時
報
社
の
社
長
を
長
年

務
め
ら
れ
、
並
行
し
て
高
山
ロ

ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
会
長
、
高
山

商
工
会
議
所
副
会
頭
な
ど
を
歴

任
さ
れ
な
が
ら
、
当
協
会
副
会

長
を
経
て
平
成
四
年
か
ら
平
成

二
十
四
年
ま
で
会
長
を
務
め
ら

れ
ま
し
た
。

　

そ
の
間
に
当
協
会
を
全
国
に

先
駆
け
て
社
団
法
人
化
し
、
高

山
市
近
代
文
学
館
の
設
置
や
高

山
市
文
化
伝
承
館
の
建
設
に
よ

[

応
募
方
法]

　

文
化
協
会
へ
メ
ー
ル
、
郵
送
、

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
又
は
文
化
会
館
窓
口

　

へ
提
出
。

[

表
彰
式]

◇
日
時　

十
一
月
二
十
日
（
土
） 

　

午
後
一
時
三
十
分
～

◇
会
場　

高
山
市
文
化
伝
承
館

　
（
予
定
）

る
文
化
振
興
施
設
の
拡
充
、
市

民
文
化
会
館
・
文
化
伝
承
館
・

松
本
家
住
宅
・
宮
地
家
住
宅
な

ど
市
有
施
設
の
指
定
管
理
受
託

を
始
め
と
し
、
多
数
の
功
績
を

残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
飛
騨
俳
句
会
を
立
ち

上
げ
俳
誌
『
飛
騨
』
を
創
刊
し
、

多
数
の
俳
句
会
を
指
導
し
て
俳

句
人
口
を
増
や
さ
れ
、
当
協
会

事
業
の
「
飛
騨
文
芸
祭
」
や
「
芭

蕉
忌
句
会
」
の
選
者
を
務
め
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
自
身
も
七

冊
の
句
集
を
出
版
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

文
筆
活
動
で
は
、
高
山
市
民

道
伝
え
の
日

芭
蕉
忌
句
会
俳句
募集

元会長

小鳥幸男氏
ご逝去

時
報
の
コ
ラ
ム
「
鶏
闘
楽
」
を

長
年
続
け
、『
飛
騨
百
景
』『
余

生
余
滴
』
な
ど
の
書
籍
を
精
力

的
に
出
版
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
十
八
年
に
は
、
高
山
市

か
ら
地
域
振
興
功
労
賞
と
併
せ

て
高
山
市
文
化
芸
術
功
労
賞
を

授
与
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

飛
騨
の
伝
統
文
化
の
継
承
に

も
心
血
を
注
が
れ
、「
高
山
飾
物

同
好
会
」
の
会
長
と
し
て
、
新

春
飾
り
物
展
な
ど
の
審
査
を
務

め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

昨
年
の
飛
騨
文
芸
祭
に
、
体

調
不
良
を
押
し
て
俳
句
審
査
に

あ
た
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の

が
、
当
協
会
と
の
最
後
の
係
わ

り
と
な
り
ま
し
た
。

　

長
年
に
わ
た
る
当
協
会
へ
の

ご
尽
力
に
感
謝
申
し
上
げ
、
心

よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し

ま
す
。

（一社）高山市文化協会の新役員が決まりました。
任期は本年度より2年間です。

（一社）高山市文化協会  新役員のご紹介

会　長 小林　浩 総務副会長 河渡正曉
振興副会長 平川　治 事業副会長 尾崎和廣

事業部長理事 谷口津弥子 総務部長理事 泉　孝一
企画部長理事 小瀬勝亮

監事 京極範子　　田中豊一　　内記慎吾

理事

北平真由美　洲岬孝雄　　鈴木栄子
小林伸子　　澤木正子　　大門孝藏
丸山永二

評議員

元田　勉　　中田裕一　　下畑都子
下仲幸子　　中林利数　　堀口潤子
和仁智美　　松井　修　　今井美保
青井眞治　　澤田　勇　　関　善広
堀川規子　　堀　祥岳　　西　春彦
岩塚久案子　三島大遵　　蒲　優祐
岡野光知　　松下義和

岐阜県の緊急事態宣言を受け、
高山市民文化会館は右記の期間、
休館することとなりました。

期間中であっても、施設利用のキャンセル手続き、チケッ
トの払い戻しなどの窓口業務は行います。
※施設利用申し込みやチケット販売は行いません。
なお、今後の新型コロナウイルスまん延状況によっては、
期間が延長される場合もあります。
なにとぞ、ご理解とご協力のほどお願い致します。

高山市民
文化会館

休館の
お知らせ

休館期間

9/12日
まで

一般社団法人　高山市文化協会発行
〒506-0053 高山市昭和町1丁目　高山市民文化会館内
Tel.34-6550　Fax.34-6877
メールアドレス●mail@takayama-bunka.org　　　
ホームページアドレス●http://www.takayama-bunka.org

（文化会館の催し物案内はこのホームページでご覧ください。）
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全
日
写
連
ア
ー
ト
飛
騨
支
部
写
真
展

◇
日
時
　
九
月
三
日
（
金
）
～
五

　
日
（
日
） 

※
文
化
会
館
の
休
館
に
伴
う
開
催

　
中
止
（
又
は
延
期
）

飛
騨
路
を
走
る　

高
山
本
線
写
真

展
（
全
日
写
連
飛
騨
支
部
）

◇
日
時
　
九
月
十
七
日
（
金
）
～

　
十
九
日
（
日
） 

午
前
九
時
～
午

　
後
五
時（
最
終
日
午
後
四
時
ま
で
）

◇
会
場
　
文
化
会
館
二
階
展
示
室

◇
入
場
無
料

飛
友
会
カ
メ
キ
チ
写
真
展

◇
日
時
　
九
月
二
十
五
日
（
土
）・

　
二
十
六
日
（
日
） 

午
前
九
時

　
三
十
分
～
午
後
八
時
（
最
終
日

　
午
後
五
時
ま
で
）

◇
会
場
　
文
化
会
館
二
階
展
示
室

◇
入
場
無
料

Ｔ
Ｐ
Ｃ
高
山
写
真
ク
ラ
ブ
写
真
展

◇
日
時
　
十
月
一
日
（
金
）
～
三

　
日
（
日
） 

午
前
九
時
～
午
後
六

　
時（
最
終
日
は
午
後
五
時
ま
で
）

◇
会
場
　
文
化
会
館
二
階
展
示
室

◇
入
場
無
料

第
四
十
五
回
進
栄
会
発
表
会

◇
日
時
　
十
月
三
日
（
日
） 

午
後

　
一
時
～
午
後
五
時

◇
会
場
　
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

◇
入
場
無
料

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
状
況

に
よ
っ
て
は
、
催
し
が
中
止
又
は

延
期
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

渡辺貞夫カルテット 2 0 2 1

2 0 2 1
SADAO WATANABEQu��e�
日本を代表する
トップミュージシャンとして、
ジャズの枠に留まらない独自の
スタイルで世界を舞台に活躍。

渡辺貞夫

渡
辺
貞
夫
が
信
頼
を
寄
せ
る

ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
と
の
共
演
。

新型コロナウイルス感染症対策のため延期したコンサートです。

©武藤章

シ
ョ
パ
ン
と

ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
へ
の

オ
マ
ー
ジ
ュ
を
、

上
原
彩
子
の
ピ
ア
ノ
で

お
届
け
し
ま
す
。

上原
彩子

P i a n o  R e c i t a l

2022年デビュー20周年に向けてショパン＆ラフマニノフの世界

市民文化芸術鑑賞事業 ●主催　高山市・（一社）高山市文化協会　●お問い合わせ　（一社）高山市文化協会（tel.0577-34-6550）

新型コロナウイルス感染予防のため、時間変更や中止、延期となる場合があります。体調不良の方は、来場をご遠慮ください。来場の際には、マスクの着用をお願いします。

小枝
ミルクボーイ
爆笑寄席

高山市民文化会館大ホール金10 22
〔一般〕　　　　　　　 3，000円
〔メセナメイト会員〕　　　2，500円
〔ジュニア（18才以下）〕　　 500円
※未就学児入場不可
※席数減で開催する場合があります

午後7時開演/午後6時15分開場

午後7時開演/午後6時15分開場

丹生川文化ホール木11 18
チケット料金（税込） プレイガイド全席指定

高山市民文化会館
丹生川文化ホール
ネット受付 　
http://www.takayama-
bunka.org/forms/
20211118bakusyo.html

発売日

窓口一斉発売
午前10時～

（ネット受付午後1時～）

9月18日（土）

ミ
ス
タ
ー
ナ
イ
ト
ス
ク
ー
プ

桂
小
枝

月
亭
遊
方

林
家
花
丸

デ
ニ
ス

２
０
１
９
年
M-

１
王
者

ミ
ル
ク
ボ
ー
イ

岡本知高岡本知高
C o n c e r t o  d e l
S o p r a n i s t a  2 0 2 1  
C o n c e r t o  d e l
S o p r a n i s t a  2 0 2 1  チケットの払い戻し

をいたします。 チケット好評販売中

高山市民文化会館
大ホール

〔一般〕　　　　　　　 3，000円
〔メセナメイト会員〕　　　2，500円
〔ジュニア（18才以下）〕　　 500円
※未就学児入場不可
※席数減で開催する場合があります

午後2時開演/午後1時15分開場

土9 25
チケット料金（税込）

プレイガイド

全席指定

高山市民文化会館
飛騨市文化交流センター
チケットぴあ［Pコード198-834］
ネット受付 　
http://www.takayama-
bunka.org/forms/2021
0925okamoto.html

女声ソプラノの音域をもつ男性ソプラノ歌手（ソプラニスタ）

岡本知高による感動のコンサート。奇跡の歌声を高山で。

新型コロナウイルス感染症対策のため延期したコンサートです。

購入いただいた
チケットは
そのままご利用
いただけます。

来年1～2月頃を予定

文化会館の
休館に伴い、
再延期と
なりました。

文化会館の休館に伴い、
チケットの振り替え開始及び
発売日を変更いたします。

後日告知
します

（
一
社
）高
山
市
文
化
協
会
加
盟
団
体

文
化
協
会
後
援
催
事


